
令和７年度　滝川市社会福祉協議会事業計画・予算

権利擁護事業

「思いやり・見守り・支えあう　心やさしい地域づくりをめざして」
■滝川市社会福祉協議会は令和７年度次のとおり取り組みます

収 入 (単位：円)

介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
会費収入
経常経費寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
貸付事業収入
共同募金配分金収入
負担金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
施設整備等による収入
その他の活動による収入

合　計

法人運営事業
地域福祉事業
企画広報事業
ボランティアセンター事業
生活あんしんサポートセンター事業

社協活動拠点

受託事業拠点
配食サービス事業
友愛訪問サービス事業
福祉除雪サービス事業

訪問介護事業
障がい福祉サービス事業
居宅介護支援事業

介護事業拠点

合　計

62,604,000
20,429,000
3,058,000
250,000

18,000,000
58,366,000
1,027,000
600,000
2,827,000
290,000
16,000
60,000

0
40,513,000
208,040,000

66,418,000
37,007,000
3,412,000
988,000
7,724,000
17,287,000
43,419,000
25,704,000
5,372,000
12,343,000
99,293,000
49,232,000
20,429,000
29,632,000
209,130,000

支 出 (単位：円)

　日常生活に不安のある人に対し、成年後見制度や福祉サービスの利用援助を行い、その人がその人らし
く安心して暮らすことができる事業を展開するとともに、中核機関として、必要とされる方が制度を利用
できるように更なる事業推進を目指します。
　また、支援員の方々の活動支援や研修の実施、支援員登録者のフォローなどを、成年後見支援事業専門
員・自立生活支援専門員（社会福祉士・精神保健福祉士）が支援し、体制の充実を図ってまいります。

災害時におけるボランティア活動への取組
　災害がいつ起きるとも分からず、備えに万全を期さなければならない状況であります。研修をはじめ、
関係機関等の連携、地域での様々な要望に対し適応できるように努力してまいります。

介護事業の充実・継続
　高齢化率が上昇し、在宅にて利用の希望者も増加傾向にあり、このような状況から一層の需要が見込ま
れております。しかし、近年の労働力不足や職員の高齢化・物価上昇など厳しい状況ではありますが、経
営の持続を目指し関係機関や事業所等と連携・調整を図り取り組んでまいります。

❹


